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一級建築士の佐藤恵子さんにエコについてお話

をお伺いしました。

住宅の設計でエコとは。

エネルギー（電気、ガス、石油等）をあまり使

わないでもよい家造りをめざしている。例えば、

自然光を効率よく取り入れる。……窓の配置、大

さき等を考える。県産材の杉を使う。……壁面を

杉板や真壁造りにすると冬季には蓄熱効果もある。

吹き抜け……夏場には、風の通りが良くなる。

自然の材料を使い、このような家を建てれば、

精神的にも落ち着く。木造建築でもしっかり作れ

ば５０年位もつ。また、材料は再利用できる（最後

は燃料にも）。ということです。

実際に手がけられた家の写真を見させていただ

きました。古い柱や梁がうまく活かされていて、

新しい物と融けあって、素敵にリフォームされて

いました。基礎がしっかりできていれば、新築を

するよりも、必要な補強をすることで中古住宅を

再生し、建築費用を抑え

ることも可能です。

佐藤さんご本人も、環

境のことを考えて、合成

洗剤を使わずに、シャン

プーや石鹸等も自然のも

のを使うようにしている。

ということです。

取材者 広報副委員長 ㈲リアリティ賀川 賀川 英子

��佐佐藤藤建建築築企企画画設設計計佐佐藤藤恵恵子子ささんんのの環環境境問問題題（（エエココ））へへのの取取りり組組みみ

佐藤恵子さん

（２７）


